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光周波数標準がマイクロ波周波数標準を凌駕したことが明らかになった今、光周波数標準を応

用して何が出来るのか、いくつか提案がなされつつある。我々はその内の一つとして、日本標準

時等の時刻系 (時系) の歩度を光周波数標準を参照して調整することを提案している [1]。時系の

信号は周波数標準と違い、位相飛び無しに信号を出し続ける必要がある。 このため時折系統誤差

を自ら評価して校正値を調節する原子周波数標準のみでは一般に時系を生成することはできない。

時系を生成する際には水素メーザー等の位相飛びが無い発振器を source oscillator (原振) として、

その周波数を原子周波数標準を参照して微調整することによって実現する。これまでで最も安定

な時系は原子泉型マイクロ波標準を常時運転し、これを参照して水素メーザーの周波数を調整す

ることによって得られており、国際原子時に対して概ね+/-5 ns 以内の精度を実現している[3]。我々

はこの原子泉型マイクロ波標準を光格子時計に置き換えた場合、安定度の良い水素メーザーを原

振とすれば光格子時計の 2 週間に一度の数時間運転により同程度の精度が保たれることをシミュ

レーションにより示し[2]、今回ストロンチウム光格子時計（Sr 時計）を用いて実際にそのような

時系の実信号を数ヶ月に渡って生成した。 

今回生成した信号と協定世界時との時刻差を調べると、Sr 時計から実効的に得られる SI 秒に

対して協定世界時の歩度が 16 乗台後半の有意な差を持っていることが分かり、その差は欧米の原

子泉型マイクロ波標準で校正され Circular T にて公表される値と良い一致を見いだすことができ

た。よって直近の UTC の歩度の SI 秒からのずれを考慮して、周波数オフセットを付けた形で steer

することにより、2 週間に一度程度の間欠運転でも UTC に+/-5 ns 程度で同期する自律的な時系を

生成することは十分可能と思われる。 
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